
令和４年度 研究の概要 
１ 研究主題 

主体的に問題解決しようとする児童の育成 
―児童がすすんで問いや解決方法を見いだす理科・算数科の授業スタイルの構築― 

 

２ 主題設定の理由 
令和２年度から完全実施となったプログラミング教育の導入を踏まえ、昨年度までの 2ヵ年に渡り、

「論理的思考力の育成―プログラミング教育の授業実践を通して―」という主題で校内研究に取り組

んできた。児童に論理的思考力を身に付けさせるために、主に以下の 3 つのことを意識して、手だて

を講じていく必要性に改めて気付くことができたことは成果である。 

①問題解決する上でのゴールへの見通しや、手順を示すこと。 

②児童が試行錯誤できる時間を十分に保障すること。 

③試行錯誤する活動で終わるのではなく、そこで起きていることを言語化し、表現させること。 

今年度の研究でも、児童が主体的に問題解決しようとする授業づくりにおいて、①～③を意識した

ものを引き続き考えていく。 

理科の学習は、一般的に「問題→めあて→予想・仮説→観察・実験→結果の整理→考察→結論→振

り返り」という一連の流れ（探究活動）に沿って行われる。教員も児童も、その流れの見通しをもち、

「なぜ、今この活動をするのか。」その活動の意味を理解した上で学習に臨めるようにすることが大切

である。 

また、昨年度の品川区の学力調査の結果から、本校児童が理科の学力にやや多くの課題をもってい

ることが分かった。（4～6 年生の理科における平均点だけを比べると、全国平均から 7 ポイント下が

る。）ここで単なる点数だけに目を向けるのではなく、理科のどの単元の問題に課題があるのか、どの

ような出題傾向（一問一答、文章読解、文章の記述など）の問題を苦手としているのか、その傾向を分

析するとともに、それらの苦手を克服できるような分かりやすい授業を実践できるように教員間で情

報共有しながら、工夫・改善を重ねていく必要があると考える。 

上述のようなことから、児童が主体的に問題解決しようとするためには、 

①児童の理科・算数科の学習における実態を十分に把握すること。 

②論理的に問題解決させるために、児童に学習のゴールや見通しをもたせること。 

③主体的な学びになるように、児童が問題の把握や解決方法の立案に積極的に取り組める手だてを打

つこと。 

という３つのポイントを踏まえ、改めて理科・算数科の授業スタイルを再構築していくことが重要だ

と考え、本主題を設定することとした。 

 

 

 

 

 

 



３ 研究構想図 

実態と課題 

学習指導要領の方針 児童の実態 昨年度の校内研究における課題 

【理科】 

・観察・実験などを通じて、科学的

に探究する学習活動における指

導の充実を図る。 

・日常生活や社会との関連を重視す

る。 

【算数】 

・日常生活や社会の事象や数学の事

象から問題を見いだし、主体的に

取組む数学的活動を充実させる。 

・多くの児童が理科や算数の授

業に意欲的に取り組んでい

る。 

・学力調査の理科において、ほ

とんどの単元で平均点を下

回っている。 

・理科の授業において、仮説や

考察を考えたり、それを言葉

で説明したりすることが苦

手な児童が多い。 

【論理的思考の育成】 

・児童の話合い活動はできていた

が、それが試行錯誤までにつなが

っていなかった。 

・エラーが出たときに、それに基づ

いたトライができていなかった。 

・教科学習とプログラミング教育を

どのようにリンクさせて指導し

ていくかは教員が教材研究を続

ける必要がある。 

 

 

今年度のねらい 

①理科・算数の学習指導要領において、児童に求められている資質・能力などを再認識する。 

②児童がすすんで問題を見いだしたり、見通しをもって問題解決しようとしたりするための工夫を行う。 

③自分の考えを書き出したり、相手に説明したりする学習場面を充実させる。 

④昨年度の研究の成果と課題を踏まえ、学習活動におけてタブレットを有効に活用する。 

⑤各学年１回の研究授業を行い、学習指導力の向上を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本研究における目指す児童像】 

低学年 
【算数】 

すすんで問題を解いたり、図や言葉を使って自分の考えを表したりすることができる子 

中学年 
【理科】 

理科のよさや楽しさを実感し、「なぜ」「どうして」の問いをもち、自分の考えを表現できる子 

高学年 
【理科】 

既習事項を生かし、根拠をもって予想や仮説、考察を考え、図や言葉で表現できる子 

 

 

【仮説】 

 問題解決の流れを教員と児童が共有できる授業づくりをすすめることで、児童は主体的に問題解決しよう

とするとともに、確かな学力を身に付けることができるだろう。 

【研究主題】 主体的に問題解決しようとする児童の育成 

―児童がすすんで問いや解決方法を見いだす理科・算数の授業スタイルの構築― 



【研究の進め方】 

研究授業 ・１～６学年、年間１回ずつ、計６回の研究授業を行う。 

・低・中・高の各分科会で運営する。 

・専科教員も各分科会に所属する。（※OJT にて提案授業やミニ研修会を実施） 

・指導案作成は、学年→分科会→研究推進委員会→管理職の順で検討、確認する。 

研究協議会 ・研究授業後、各分科会で成果と課題を協議する。 

・各分科会の協議後、全体会で意見を共有する。 

 

【研究日程】全９回 
 

日程 研究形態 主な内容 

① ４月１３日 

（水） 

全体会 ○今年度の研究方針について 

② ６月１５日 

（水） 

研究授業 ○研究授業① 澤村 文香 教諭 

 第５学年 理科「生命のつながり［１］植物の発芽と成長」 

③ ６月２９日 

（水） 

研究授業 ○研究授業② 日高 侑子 主任教諭 

 第４学年 理科「空気と水の性質［１］とじこめた空気や水」 

④ ９月２１日 

（水） 

研究授業 ○研究授業③  相木 継之助 教諭 

 第１学年 算数科「おおきさくらべ（１）」 

⑤ １０月 ５日 

（水） 

研究授業 ○研究授業④ 佐々木 素子 教諭 

 第２学年 算数科「かさ」 

⑥ １１月 ２日 

（水） 

研究授業 ○研究授業⑤ 酒井 頼明 教諭 

 第３学年 理科「太陽の光」 

⑦ １１月３０日 

（水） 

研究授業 ○研究授業⑥ 前田 剛 主任教諭 

 第６学年 理科「土地のつくりと変化」 

⑧ １月２５日 

（水） 

全体会 ○今年度の研究のまとめ（成果と課題） 

 

⑨ ３月１５日 

（水） 

全体会 ○来年度の研究の方向性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学習過程の明確化】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


